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あとがき

　日本透析医学会「2015 年版慢性腎臓病患者におけ
る腎性貧血治療ガイドライン」の刊行から約 10 年
が経過した。最近の CKD患者の貧血管理と予後に
関しては，ターゲットHbの重要性もさることなが
ら，鉄関連因子の管理の意義が指摘されてきてい
る。また，腎性貧血治療薬としてHIF—PH阻害薬が
普及し ESA単独管理から治療の幅が広がるなど，
CKDの貧血管理法にも変化が生じている。
　今回の特集では CKD患者の貧血管理における現
状と貧血領域の update を図る目的で企画された。
まず総論では CKDにおける貧血と鉄代謝の病態，
貧血の原因となる栄養障害・微量元素不足，鉄欠
乏，悪性腫瘍や血液疾患と CKDの貧血についてま
とめていただいた。各論は腎性貧血の現状と現行ガ
イドラインの課題に始まり，Hb値や鉄関連因子の
管理について予後との関連や治療薬との関係など
を踏まえて，保存期，透析期，小児，腎移植患者に
わけて記載いただいた。また，腎性貧血治療では
ESA治療とHIF—PH 阻害薬はどちらがファースト
ラインの治療選択として良いのか，保存期と透析期
での貧血管理はどうあるべきか，多発性囊胞腎にお
ける HIF—PH 阻害薬の貧血管理についてなど，
「HIF—PH阻害薬の役割をどう考えるか」をテーマに
エビデンスを踏まえて言及いただいた。さらにト
ピックスとして，日本人心不全患者における鉄関連
因子の予後への影響，SGLT2 阻害薬と鉄代謝，細胞
内鉄とフェロトーシスなど，鉄関連の新たな知見も
含んだ内容となった。
　CKD患者の貧血・鉄代謝の管理法に対する考え
方は変わりつつある。今回の特集号が読者の方々の
理解を深める一冊となれば幸いである。
� 本田　浩一
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